
 ●要請 ４つの論点 

サービス連合 

公式 Facebook ページ絶賛公開中！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １月１７日（木）後藤会長、津和崎副会長、渡邉航空 

貨物委員長は、国土交通省 航空局を訪問し、蝦名邦晴  

航空局長、三宅正寿 大臣官房参事官（空港担当）、鮫島  

和範 空港安全室長と面会しました。 

 昨年９月に発生した台風２１号による関西国際空港の浸水 

及び施設被害を受け「主要空港における航空物流インフラ 

の事業継続計画（ＢＣＰ）整備に向けた政策要請」を蝦名 

航空局長に手交しました。 

 後藤会長より、今後も発生する自然災害に備え、空港で 

一体となった事業継続計画の必要性を説明すると共に、管理する事業者や関係省庁が多岐にわたる空港では、

国土交通省が主管となって取り組むよう要請を行いました。 

 

 

  

・ＢＣＰ策定にむけ、横断的な協議体の構築 

・貨物主要３空港（成田・関西・中部）の施設、ライフラインの安全性検証 

・被災時の情報収集、情報発信の一元化を可能とする仕組みづくり 

・非常時における官民連携にむけ、現場課題の検証 

 

 三宅参事官からは「各空港に対して、安全性について 

検証を行うよう指示をした。引き続き、航空局としても進捗を 

注視したい。ぜひ現場の皆さんの意見も聞かせて頂き、協力を 

お願いしたい。」との発言がありました。 

 

☆Facebook もご覧ください。 

サービス連合の Facebook では、日々の活動を 

リアルタイムに紹介しています。 

ぜひご覧いただき        をお願いします！ 

 

国土交通省 航空局長に緊急要請を実施しました 
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